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1 性別 男 女
2 年齢 30 代 40 代

































































































































































































庄子：The Awareness of Death and Role of Death Cafe
表 13．Ｑ９で“はい”と答えられた方へ、どなたを亡くされましたか？
“いいえ”の方は“なし”とご記入ください。
（Death Cafe についてのアンケート）
第５章　考察
　本研究では、死をカジュアルに語るイベントDeath	Caféについて、参加者あるいは非参加
者の意識調査および主催者の意識調査を行った。他者の死生観や考えを聞くことができたり、
自分の考えを纏める点で肯定的な意見があった。但し、運営するうえで気を付けるべき点は、
安全・安心、話しやすい雰囲気、参加者が公平に話ができること、熱くなりすぎないこと、ま
とめたりしないこと、宗教と距離を置くこと等である。
　また、死別の体験の有無によって死についての感じ方が異なるということについては、
Death	Caféのような不特定多数の方に門戸を開いているイベントでは特に注意を払う必要が
あるだろう。お悩み相談にならない、とは言え参加者にある程度寄り添うそういった姿勢も必
要であろう。場合によっては、本格的なカウンセリングやgrief	careで行われる分かち合いの
会への紹介も参加者が希望すれば勧めることも必要かもしれない。
　死、bereavement、grief、どれも生きていく上で避けられないものであるが、こういった死
をカジュアルに語るイベントDeath	Caféのような動きが広まることで、普段生きることがもっ
と楽になったり、生きる希望が湧くようなdeath	positive	movementが社会に根付き、生きづ
らさを抱える人が減っていくことが今後ますます望まれる。
　また、本研究では、非常に限られた少数の方にしかアンケートを行っていない。最後に、ア
ンケートに協力していただいた方々や今までDeath	Café	Sendaiに参加していただいた方、そ
して亡き妻に感謝し、さらに大規模な意識調査が全国的、全世界的に行われることを期待した
い。
68
尚絅学院大学紀要第 81 号
REFERENCES
Ayers	et	al.	（2004）．Report	on	Bereavement	and	Grief	Research.	Death	Studies.	July,	Vol.	28	Issue	6,	494-497．
Baldwin,	P.	K.	（2017）．Death	Cafes	and	Death	Doulas	and	Family	Communication.	
Behavioural	Sciences,	7,	26,	1-8．
Blatner,	A.	（2005）．Some	Principles	of	Grief	Work.	
https://www.blatner.com/adam/psyntbk/grief.htm	（4	March	2019）．	
Crobatia,	C.	（2017）．What	is	Death	Awareness?	A	Course	in	Dying.	
https://acourseindying.com/what-is-death-awareness/	（9	March	2019）．
Lensing,	V.	（2001）．Grief	Support:	the	Role	of	Funeral	Service.	Journal	of	Loss	and	Trauma,	6:	45-63．
Lloyd,	J.	（2013）．‘Dying	to	Talk	About	Dying	at	Death	Cafes,’	USA	Today.	10	April.
宮林幸江・関本昭治 .	（2012）．はじめて学ぶグリーフケア．日本看護協会出版会．
Neimeyer,	R.	A.	and	Currier,	 J.	M.	（2009）．Grief	Therapy,	Evidence	of	Efficacy	and	Emerging	Directions.	
Association	for	Psychological	Science,	Vol.18,	Nov.6,	352-356.
Ross,	E.	K.	and	Kesseler	D.	（2000）．上野圭一訳．ライフレッスン．角川文庫．
Sanders,	C.	M.	（1992）．Surviving	Grief…and	Learning	to	Live	Again.	Chikuma	Shobo．
山形孝夫	（2012）．死者と生者のラストスパート．河出書房新社．
Underwood,	J.	and	Reid,	S.	B.	Death	Café,	https://deathcafe.com/	（9	March	2021）．
Varga,	M.	A.	and	Paulus,	T.	M.	（2014）．Grieving	Online:	Newcomers’	Constructions	of	Grief	 in	an	Online	
Support	Group.	Death	Studies,	Vol.38:	443-449.
